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三重県建設産業活性化プラン２０２４ 【策定】令和６年３月 【計画期間】令和６～９年度

公共事業の的確な推進 ～建設産業活性化に向けた取組～

○ 地域の建設業が地域の守り手としてその役割を担い続けることができるよう、適正な利潤の確保に配慮しつつ、この４年間では、「担い

手の確保」「労働環境の改善」「生産性の向上」の３つの取組方針を柱として、相互に連携し、相乗効果を生み出しながら、新たな将来ビ

ジョンを目指します。
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（１）担い手の確保

県、建設業界、教育機関等が連携し、建設業の担い手確保に向け、各種取組を深化

②出前授業・現場見学会

③進路指導教諭と建設企業との交流会

○令和７年度の取組（継続取組）
①学校訪問

参加型授業で建設業の魅力を発信進路指導教諭と情報交換し建設業をＰＲ

建設企業と進路指導教諭との関係性を構築

○深化する取組

⑤企業の採用活動支援

進路指導教諭が採用活動をアドバイス

⑥U・Iターン、外国人材の確保

就職イベントで若年求職者に建設業ＰＲ

＜SNS＞生徒のニーズを捉え、YouTube、
インスタグラム＋TikTok（新）

⑧資格取得支援
資格取得意欲向上講座
＋資格合格率向上講座（新）

資格の就職後の有効性を伝え意欲向上

④女子学生と女性技術者との交流会

女性技術者との交流で女子学生の不安を解消

⑦多角的な広報による魅力発信

各種取組を、ＳＮＳで発信!

＜高校生へのSNS利用アンケート＞

インスタグラム

建設企業で働く人に着目し
た動画（R6作成）を、出前
授業、就職イベントで活用

YouTube

＜小中学生向け魅力発信ツール＞

小中学生に親しまれるよう、漫画・
アニメを制作中
出前授業や現場見学会、SNS等で活用
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（２）労働環境の改善

担い手３法の改正（第三次担い手３法）に基づき、働き方改革や処遇改善に関する取組を推進
①週休２日制の推進

：実績：目標
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県発注工事 週休2日（4週8休）達成率

今後、週休2日（4週8休）
の「質」の向上に向け
取組を推進

業界全体の週休２日をめざし、市町発注工事
にも取組を促進

市町の週休２日制工事の促進

全市町週休２日制度導入
（令和6年度）

発注者協議会地域分科会＋個別訪問にて
全市町へ取組の推進を要請
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発注率=（週休2日制工事として発注した工事）/（全発注工事）

84%

元請事業者の
登録促進

下請事業者・
技能者の登録
促進

就業履歴蓄積
（カードタッチ）
の促進

モデル工事を段階的に実施し、CCUS活用を促進
CCUSの活用拡大により技能者の処遇を改善

１

２
３

ステップ

ステップ

ステップモデル工事の実施件数
R6目標200件程度
R7目標300件程度

令和3年10月～
令和6年3月

令和6年4月～

③建設キャリアアップシステム（CCUS）の活用促進等

：実績

：目標
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STEP1   

令和７年度 （新） 【活用編】

STEP2



令和６年度 【導入編】

STEP1   

②バックオフィスの導入による施工管理の分業化

説明会の継続
（導入企業増大）

セミナー高度化
（分業化の促進）



改正建設業法による
処遇改善

適正な労務費の
確保
賃金の行き渡り
の確認

ステップ２における令和７年度の取組
モデル工事の拡大

工事成績加点
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（３）生産性の向上

ＩＣＴ活用工事

建設ＤＸの推進、BIM/CIMの活用を支援し、建設企業の生産性を向上

③

電子契約

発注者によりプロセス①３次元測量を実施
Ｒ６年度実施工事 １３工事

研修会の募集案内

BIM/CIMの活用
橋梁設計の例 道路設計の例

ＢＩＭ／ＣＩM成果を工事で活用（Ｒ６～）

３次元データの提供 研修による人材育成

施工計画の検討補助 作業員等への説明 図面の理解補助

設計段階での活用例 R６年度 １０件実施

可視化による設計ミスの防止、住民説明、関係者協議など

受注者

情報共有
システム

発注者書類

情報共有システム 遠隔臨場

遠隔臨場のメリット（受注者）

待ち時間の削減、日程調整の円滑化など

バックオフィス導入など建設企業のＤＸ環境を

促進させることで活用率を向上
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（４）企業の安定経営に向けた対応

建設企業を取り巻く環境の変化に応じて入札契約制度の改善等の取組を推進

発注者協議会地域分科会＋個別訪問にて
全市町へ取組の推進を要請
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